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○「夏休みフォローアップ教室」5日間実施 

「四條畷市児童・生徒学力向上 3ヶ年計画」によるさまざまな取組みが、この

4 月からスタートしていますが、その中に、子どもの学習に対する意欲・関心の

態度を育む「フォローアップ対策事業」があります。 

毎月第 3土曜日（8月は除く）に市内 4か所の公共施設で開催されている「土

曜日フォローアップ教室」は教育委員会ニュース第 4号で紹介しましたが、この

夏休み期間に「夏休みフォローアップ教室」が実施されました。 

この教室は、小中学校で 5回、教職員・学習指導員・学生ボランティアにより、

夏休み中の学習課題と生活の点検等を行うことを目的にしています。参加は自由

ですが、一人ひとり自分で考えた計画のもと、夏休みの学習課題や自由課題を持

参し、元気に日焼けした姿を見せてくれました。 

 ある小学校では、8月の後半にも開かれ、2学期の準備として宿題の点検や自

主課題の解き方を教えてもらったりしていました。先生方も全員がクラスにかか

わって尐人数指導を実施し、個別にていねいに子どもたちの質問に応じておられ

ました。 

また、子どもたちは、久しぶりに対面した友だちとも話ができ、二学期からの

学習や運動会などの行事への意気込みを交わす姿も見ることができました。 

 このフォローアップ対策事業は、このほかに「授業前フォローアップ教室」「放

課後フォローアップ教室」「中学校定期テスト前フォローアップ教室」など、そ

れぞれの学校の子どもたちの実情に応じて「放課後学習教室」や「ワクワクタイ

ム」など言い方を変えて実施されています。 

また、指導者側には教職員以外に学習指導員（元教員）や学生ボランティアと

の連携により、ティームティーチングや個別指導を実施し、子どもたち一人ひと

りに、より確かな学力を身につける方策を推進しています。 

 

 

○夏季小中一貫教育合同研修会 「小中学校 9年間の連続性に目を向けよう」 

この夏、中学校区の教職員が一堂に会し、小学校 6 年間・中学校 3 年間で完

結させるのではなく、義務教育期間 9年間としての連続性に目を向け、子どもた

ちの発達段階に応じた系統性・継続性のある教育活動のあり方について意見交流

会が行われました。 

A 中学校区では「小学校と中学校の段差につ

いて」どんな時に段差を感じているかをそれぞれ

出し合い、全体会で交流し合いました。授業につ

いて「小学校はていねいすぎる」「中学校は進度が早すぎる」。生徒指導では決

められたルールについて「小学校では指導が甘い」「中学校では徹底して守らせ

る」など、お互いに日頃から気になっていたことが出されました。そのあと、

その段差を解消するために小中学校が混合グループになって話し合い、共通理解として具体に今後の取組み内容
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内容： 

・夏休みフォローアップ教室 

・夏季小中一貫教育合同研修会 

・初任者研修「自然体験学習」 

小学校グループ 段差を出し合おう 

小中学校それぞれの意見交流 



研修スケジュール 

8:30 市役所集合 マイクロバスで森の工作館へ 

9:00～9:45  森の工作館 自然講義 

9:45～12:00 むろ池園地内 ガイドウォーク 実習「木の本数調査」班活動 

13:00～14:15 実習「どんぐり調査」班活動 

14:15～15:45 壁新聞づくり・発表会 班活動 

15:45～16:30 ハンドクラフト「自然の材料を使って・小物づくり」 

17:00  マイクロバスで市役所へ 解散 

が確認されました。「生徒が意欲的に参加できるよう授業の改善を考えよう」「中学校での学習のつまづきを小学

校に伝え、指導の重点化を図る」「宿題点検する方法を小中学校間で統一してみよう」「学校行事内容で小学校と

同じ内容が重ならないよう情報交換を密にしよう」などが確認されました。 

 また B 中学校区（２小・１中）では合同研修会も３年目を迎え、・家庭学習分

科会２教室・生徒指導分科会・カリキュラム（学校行事）分科会の４教室に分か

れ、小中学校交えてのグループで意見交流がなされました。３年目を迎え、先生

同士も顔見知りで和気あいあいの中、今後の具体的なアクションプランをグルー

プごとに発表されました。   

全体会ではそれぞれの分科会のまとめを発表。

「宿題の出し方で、小学校中学校一貫した学習ノートを作ってみよう」「校則の指

導について、小中学校間のギャップが尐なくなるようにしよう」「９年間で目指す

子ども像・つけたい力を決め、連携して育てよう」など、すぐにできそうなアク

ションプランが生まれています。今後、学校ごとでまとめられ小中一貫教育の具

体的な取組みとなっていきます。 

○小・中学校初任者夏季自然体験研修で授業づくりを実地体験 

８月中、市教育委員会主催の小・中学校初任者研修会が４回実施されましたが、８月２３日には１０年経験者

と合同で「授業づくりーむろ池園地自然体験研修」が実施されました。この研修は、「自然体験を通して、子ど

もたちに何を学習させるか」のテーマで授業をつくることを目的としています。初任者・10 年目の先生の研修

風景をスナップ写真で紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然の材料を使った小物づくりの作品 

森の工作館 自然講義を聴きました 

むろ池園地内 ガイドウォーク ガイドウォーク 「木の本数調査」へ 

班活動 「どんぐり調査」へ 

壁新聞づくり 3班は「どんころ新聞」 

分科会でグループの発表 

小中学校でグループ意見交流 


